





























と疑義を提示するように、用字から作者を特定することは不可能に近いからである。作者やさらには筆録者の議論を論じても、歌の解釈や内容に影響を与えることはなく、意味をなさない。むしろ徹底した用字意識で文字化される竹取翁歌において そ 用字が作品の内容と連関をもち、どのように表現として機能 ているか議論すべき ある。　
統一的な用字の志向がみられる竹取翁歌において、統一





























































































似の行事で老人をからかう風があること 、万葉集巻十六の竹取翁にも反映し いる」と指摘し、 また
８伊藤博が「国















































































































































































































































































































































































































































































































































































シズムに酔い痴れた青年時代」というような 過ぎ去りし栄華を鼻につくまでに強調した表現 える。 『孝子伝』原穀説話をふまえる④を付すことで、歌の内容を大きく転換させ、さらには娘子たちの心を動かすこと なる。この④の部分が物語性として大きく作用 ている ってよいだろう。　
①から③は、翁の若かりし頃の栄華を誇張的に表現する























































着慣れたものとして看取できる。二首目は「恋心」を持たない女性を、 「うら【心】 」がない「橡の一重の衣」が序として表出している。それぞれ、 衣服を序詞として表現する。　
翁の若かりし頃を表出する衣装が これらとかけ離れて
いることが分かる。翁の装束は 『養老令』 「衣服令」における諸臣の礼服と共通するこ か
13尾崎富義が「渡来
の最高職人が作った上級品であり、官人にとって憧れの品々であったのだろう。 」と述べるよう 一流の品々であったことがわかる。いわば物づくしの 表現され、鮮やかで、艶やかな翁 若かりし頃の装いが詠出さ ているので る。つまり、竹取を生業とする一般庶民の普段着
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とは、 かけ離れたものであった。ちなみに難読句である 「刺部重部」は、 「紫の大綾 衣」に対して二つ以上の身に着けるものと考えられている。　
翁は「竹取」を生業としているので、庶民の服であり、
おそらくは竹取の作業にともなう汚れがついた作業服であったと考えられる。すなわち、艶やかな「古」と生業にいそしむ 「今」 の翁 の落差が詠出されているといえよう。　
さらに②では、男性を拒む二人の女性から贈り物をもら
い、その帯や沓によって頭から 足まで、伊達男として着飾ることが語られる。また「髪」や「櫛」 、衣服の色彩ばかりでなく「腰細」という語に見られるように『万葉集』において、しばしば女性の描写として用いられている語句で翁を表現していることも注目される。男性 容姿を女性的に表現してい のである。ここでも、老醜を持つ一人の男の「今」と「若かりし頃」 の落差を詠出してい 。　
③は、鳥や雲までもが自分に見惚れていたと、翁の若か
りし頃がいかに美麗であったかを語り、聞く側が恥ず しくなるまでに、自分自身に酔いしれて た若き日ここでは、娘子たち 老醜とし 蔑まれた「今」との落差が描かれる。　
この竹取翁がどのような素性であったかは定かではな
い。しかし、後半部④の孝子伝を踏まえて ことを考えると、漢籍の知識を有する高貴な人物であったと万葉びと






































































































































































































































































































































































名によって統一的に表示するという方針が見られる。その方針は「髪」に対する「蚊見」 、 「にほ（ふ） 」に対する「丹穂」など、語形に対する表記の固定化を実現させる。また訓仮名も、 おおよそ一音節に一字という対応がみられ、 「はたすすき の語頭の「ハ」の音節に「者」字をあてるなど、他の万葉歌にない訓仮名の用法例をみることができる。　






















































てもよい文字遣ひによったもの」とし、字義を意識したものといえる。翁の歌に限れば 青年期 華やかさを髪型や衣服によってその外見を歌う部分に「裳」が使用 れる。漢字の表音的な機能とと に、 「裳」字がもつ、視覚的な表現を意識した のと考えられ 。　
万葉仮名は漢字の意味を捨象し、日本語の音節を表示す




























































































































三七九二 ・ 三七九三の訓読と意訳は次 とおり。
　
・死なばこそ
　
相見ずあらめ
　
生い
きてあらば
　
白しらかみ
髪
児らに
　
生お
ひ
ざらめやも
　
死んだなら
　
見ずに済もうが
　
生きていたら
　
白髪が皆さんにも
　
生えずにいましょ か
　
・白髪し
　
児らも
生お
ひなば
　
かくのごと
　
若けむ児らに
　
罵の
らえ
かねめや
　
白髪が
　
みなさんにも
　
生えたら
　
こんなふうに
　
若い人たちに
　
馬鹿にされずにすみましょうか15　
娘子等が和ふる歌九首（三七九四～三八〇二）
　
・はしきやし
　
翁の歌に
　
おほほしき
　
九の児らや
　
感けて居ら
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む【一】
　
ほんとうだわ
　
おじいさんのお歌に
　
失礼なことをした九人のわ
たしどもは、聞き入っています
　
・恥を忍び
　
恥を黙して
　
事もなく
　
物言はぬさきに
　
我は寄り
なむ【二】
　
恥を忍び
　
恥と知っていて、女が男に求婚するなんて
　
はしたな
い
　
ことを言うより前に
　
まずわたしはなびき寄りましょう
　
・否も諾も
　
欲しきまにまに
　
許すべき
　
かたちは見ゆや
　
我も
寄りなむ【三】
　「いいえ」も「はい」も
　
皆さんにおまかせ
　
無礼を許してくれる
　
ご様子でしょうか
　
わたしもなびき寄りましょう
　
・死にも生きも
　
同じ心と
　
結びてし
　
友や違はむ
　
我も寄りな
む【四】
　
死ぬも生きる
　
みなさんと一緒と誓った友達ですから
　
異存が
ありましょうか
　
わたしもなびきよりましょう
　
・なにすと
　
違ひは居らむ
　
否も諾も
　
友のなみなみ
　
我も寄り
なむ【五】
　
どうして
　
反対なんかいたしましょう
　「いいえ」も「はい」も皆
さんと同じです
　
なびきよりましょう
　
・豈もあらぬ
　
己が身のから
　
人の子の
　
言も尽くさじ
　
我も寄
りなむ【六】
　
何の取り柄 ない
　
このわたしゆえ
　
皆さんのように
　
うまくは
申せません
　
わたしもなびきよりましょう
　
・はだすすき
　
穂にはな出でそと
　
思ひたる
　
心は知らゆ
　
我も
寄りなむ【七】
　（はだすすき）表にだすまいと
　
思っていたこの気持ちは、あなた
にお見通しです
　
私もなびきよりましょう
　
・住吉の
　
岸野の榛に
　
にほふれど
　
にほはぬ我や
　
にほひて居
らむ【八】
　
住吉の
　
岸野の榛で
　
染めようとしても
　
なかなか染まらない私
が
　
同じように染まっていることでしょう
　
・春の野の
　
下草なびき
　
我も寄り
　
にほひ寄りなむ
　
友のまに
まに【九】
　
春の野の
　
下草まで靡くように
　
私もお付き合いして
　
まねして
従いましょう。皆さんといっしょに16　
高木市之助「変字法に就て」 『吉野の鮎』岩波書店、一九四一年
17　
橋本四郎「はばき」 『萬葉』五十号、一九六四年（ 『橋本四郎論
文集
　
万葉集編』 、角川書店、一九八六年）
18　
橋本四郎「はばき」前掲論文
19　
森重敏『万葉集栞抄』第二、和泉書院、一九九五年
20　
今野慎二「書き手の意識」 『国語 字史の研究』八、和泉書院、
二〇〇五年
（すずき
　
たかし）
